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第１章 自然環境観察員制度について 
 
 １ 自然環境観察員の募集 
   観察員の募集は「広報さがみはら」（平成１７年３月１日号）などで行いました。 

様々な世代の方からご応募をいただき、１０９名の方を「相模原市自然環境観察員」として

登録しました。 
 
 ２ 自然環境観察員制度の概要 
   本制度では「身近な生きもの調査」及び「かんきょう学習セミナー」を主な事業としました。

制度の概要は次のとおりです。 
 
                                       
 
 
                                         
                                        連携 
 
 
 
                                        
                                        
                                       指導・助言 
 
                                      組織強化 
 
結果のフィードバック    企画      まとめ        参加・研修 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

企画・運営部門 
 
 
 
 

相互連携 
 
 
 
 
 
 

事務局（環境対策課） 
○ 相模原市環境基本計画を踏まえた制度の総括 
○ 観察員による各種事業の運営補助（人事管理・通知送付、会場確保、 

講師手配、消耗品支給など） 

リーダー連絡会 
○ 身近な生きもの調査の企画・運営・参加・とりまとめ 
○ かんきょう学習セミナーの企画・運営・参加 
○ リーダー講習会の企画・運営・参加 
○ 専門部会の企画・運営・参加・とりまとめ 
○ 広報活動の企画・運営・参加 
○ 講師活動やアドバイザー活動 

博物館など

自然環境観察員の活動 
 
 
 

全観察員を対象とした事業 
１ 身近な生きもの調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ かんきょう学習セミナー 

希望者を対象とした事業 
 

① 全体テーマ調査 
すべての観察員を対象とした生きも

の調査（年２回実施） 

① かんきょう学習セミナー 
調査の説明や相互の交流を目的とした

セミナー（年３回実施） 

② 任意参加調査 
従来のメッシュを使わない任意参加

のテーマ調査（随時） 

③ 自主テーマ調査 
目撃情報の報告など自主的に行う調

査（随時）

④ 植物調査部会調査 
植物調査部会による希少種を中心と

した調査（随時）

⑤ 湧水調査部会調査 
湧水調査部会による湧水地の水質・

生物調査（随時）

② リーダー講習会 
リーダー連絡会会員の研修及び新規

会員の育成（随時） 
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 ３ 実施内容 
 （１）身近な生きもの調査 

 調査項目 実施時期 
タンポポ類の調査 平成 17 年 4 月 17 日～ 5 月 26 日 

1 
全体テー

マ調査 ジョロウグモの生息調査 平成 17 年 9 月 17 日～11 月 9 日 
2 自主テーマ調査 平成 17 年 4 月 20 日～平成 18 年 2 月 4 日 

植物調査部会 平成 17 年 5 月 14 日他 
3 

専門部会

調査 湧水調査部会 平成 17 年 10 月 2 日・平成 18 年 1 月 29 日

家屋内のクモ 平成 17 年 9 月 17 日～11 月 13 日 
4 

任意参加

調査 秋の鳴く虫 クツワムシと

アオマツムシの鳴き声調査 平成 17 年 9 月 17 日～10 月 21 日 

 
 （２）かんきょう学習セミナー 

 実施内容 実施日 参加 
者数 

1 

自然環境観察員制度について 
タンポポと環境について 
 市博物館 秋山 幸也 学芸員 
タンポポ類の調査について 

平成 17 年 4 月 17 日 71 人 

2 

相模原市内におけるクモについての基礎知識 
 東京大学大学院農学生命科学研究科生物多様

性科学研究室 研究生 理学博士 谷川 明男 氏

ジョロウグモの調査について 

平成 17 年 9 月 17 日 51 人 

3 

「里山散歩」と自然観察 
 ナチュラリスト 内野 秀重 氏 
平成１７年度調査結果について 
平成１８年度事業計画について 

平成 18 年 2 月 5 日 51 人 

 
 （３）リーダー講習会 

 実施内容 実施日 参加 
者数 

1 

現地講習会 
小林義博氏（リーダー連絡会） 
「河川生物相調査の仕方について」 

体験実習 
会場 三段の滝下周辺の相模川 

平成 17 年 10 月 28 日 
※7 月 5 日雨天順延 15 人 

2 

講義 
 インタープリター 小原 敬子氏 
 「環境教育インタープリターについて」 
質疑応答 

平成 18 年 3 月 11 日 27 人 
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第２章 身近な生きもの調査 
 
 １ 全体テーマ調査 
 
 １．１ 調査区域とテーマの選定 
  全体テーマ調査では、市内を５００ｍのメッシュに区分し、観察員さんごとに担当のメッシュ

を決め、このメッシュを単位として生きものの調査を行い、調査結果をとりまとめました。 
 （図１―１・表１―１参照） 
  調査テーマについては、観察員さんの意向を尊重しながら、相模原市全域で見られる可能性が

あり、比較的同定がしやすく、また、種によって生息（生育）環境の違いが見られる生きものを

考慮した結果、次の２テーマを選びました。 
 
    ○ 生育地の環境の変化を捉える「タンポポ類の調査」 

○ 生息地の環境の変化を捉える「ジョロウグモの生息調査」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





メッシュ
番号 目印

メッシュ
番号 目印

A04 相原6丁目付近 F13 清新1丁目付近
A05 相原児童館 F14 JR相模原駅
A06 当麻田小学校 F18 上矢部3丁目付近
A07 相原・元橋本町、JR横浜線 F19 淵野辺2丁目相模つばさ幼稚園付近
A08 元橋本町、国道16号 G02 相模川、諏訪森下ポンプ場
A09 橋本5丁目付近 G03 内水面試験場
B05 相原小学校 G04 老人福祉センター渓松園
B06 相原2丁目、星の子保育園 G05 大島1663付近
B07 相原中学校 G06 大沢小
B08 橋本高校 G07 上九沢357付近、九沢小学校
B09 旭小学校 G08 大沢団地
B10 北消防署 G09 下九沢1187付近
B11 東橋本3丁目蓮乗院、宮上児童館 G10 国道129号東プレ付近
B12 東橋本ひまわり保育園 G11 日本電気橋本技術センター、JR相模線
B13 宮下本町3丁目、境川坂本橋 G12 清新6丁目付近
C05 二本松こどもセンター G13 清新小学校
C06 二本松1丁目付近 G14 相模原7丁目付近
C07 西橋本4丁目付近 G15 相模原6丁目付近
C08 西橋本2丁目、橋本公園 G16 矢部1丁目付近、JR横浜線
C09 橋本駅・相原高校西 G17 上矢部住宅、上矢部保育園
C10 橋本駅・相原高校東、ミウィ橋本 G18 麻布大学、淵野辺高校
C11 東橋本1丁目、相模原みどり幼稚園 G19 防衛庁科学研究所
C12 東橋本2丁目付近 G20 淵野辺本町1丁目付近、境川宮前橋
C13 宮下本町3丁目、小山白ゆり幼稚園 H04 相模川
C14 宮下本町2丁目 H05 大島3045付近、榎戸
C15 宮下本町2丁目、境川小山橋 H06 大島1725付近、日々神社裏
D04 下九沢内出緑地、城山町境 H07 営農センター
D05 二本松2丁目、下九沢内出緑地 H08 田名2674付近
D06 橋本台4丁目、能開大学校 H09 下九沢1348付近、九沢橋
D07 橋本台3丁目、峡の原工業団地 H10 下九沢団地
D08 西橋本1丁目付近 H11 南橋本4丁目、昭和電線電纜
D09 国道16号橋本変電所付近 H12 小町通2丁目、清新学校給食センター
D10 大山町、旭中学校東 H13 清新中学校
D11 小山4丁目、小山公園 H14 相模原消防署
D12 宮下1丁目付近 H15 相模原市役所
D13 宮下2丁目付近 H16 矢部2丁目
D14 すすきの町付近 H17 ＪＲ矢部駅
D15 宮下本町1丁目付近 H18 淵野辺総合病院
D16 宮下本町1丁目、中央境川 H19 淵野辺小学校
E02 大島419付近 H20 淵野辺本町2丁目付近
E03 市営上九沢団地 H21 淵野辺本町3丁目付近
E04 大島1377付近、内出交差点 I05 大島2589付近、神沢地区
E05 下九沢内出交差点付近 I06 大島2067付近
E06 下九沢2470付近 I07 田名2431付近、三菱重工業西
E07 相模原北公園、北の丘センター I08 田名3000付近、三菱重工業
E08 北部粗大ごみ受入施設 I09 田名2818付近、葛輪
E09 橋本台1丁目付近 I10 下九沢作の口456付近
E10 国道16号、セントラル自動車南 I11 横山台1丁目付近、横山小学校
E11 小山小・中学校、JR相模線 I12 横山台2丁目付近
E12 小山 I13 相模原高校
E13 向陽町、JR横浜線 I14 農協本店
E17 上矢部1丁目付近 I15 税務署
E18 上矢部2丁目付近、御嶽神社 I16 中央公民館
F02 諏訪森下 I17 国道16号鹿沼台交差点
F03 大島630附近、ビレッジ若あゆ I18 鹿沼公園、市立図書館
F04 上大島1180付近 I19 共和中学校
F05 大島小学校､大蔵寺墓地 I20 青山学院大学
F06 上九沢100付近 I21 淵野辺本町4丁目付近
F07 下九沢1850付近、六地蔵交差点 J05 相模川
F08 上中の原団地 J06 古清水自治会館、清岩寺
F09 下九沢1673付近 J07 田名2286付近、三菱重工業南
F10 南橋本3丁目柴胡が原霊園 J08 田名3000付近、三菱重工業
F11 JR南橋本駅 J10 上溝4069付近、四ッ谷
F12 清新4丁目付近、国道16号 J11 上溝1丁目横山丘陵緑地（蛯沢地区）
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表1-1　メッシュ一覧



メッシュ
番号 目印

メッシュ
番号 目印

J12 横山台2丁目横山丘陵緑地（日金沢上地区） M23 西大沼1丁目付近
J13 横山公園、さがみはらグリーンプール M24 市営斎場、東清掃事業所
J14 星が丘1丁目付近 M25 鵜野森１丁目、グリーンハイツ
J15 千代田5丁目付近 N06 相模川小沢頭首工
J16 千代田7丁目付近 N07 水郷田名
J17 相生3丁目付近 N08 田名半在家・陽原
J18 国道16号高根淵野辺十字路付近 N09 相模原田名団地
J19 国道16号共和4丁目付近 N10 田名7675付近
J20 共和2丁目付近 N11 田名7621付近
J21 ＪＲ横浜線東渕野辺1丁目付近 N12 国道129号上溝2283付近
J22 東渕野辺2丁目付近 N13 ＪＲ番田駅、けやきの子幼稚園
K06 田名1605付近 N14 上溝612付近
K07 田名2077付近 N15 虹吹清泉の郷
K08 田名3317付近 N16 緑が丘分署
K09 田名3871付近 N17 相模原浄水場
K10 国道129号上溝3955付近 N21 大野台8丁目、木もれびの森
K11 上溝3丁目、鳩川幼稚園 N22 大野台中学校
K12 上溝5丁目、上溝中央 N23 東大沼2丁目、市慰霊塔
K13 ＪＲ上溝駅、上溝中学校 N24 若松1丁目付近、相模原南警察
K14 星が丘公民館 N25 鵜野森中学校
K15 ＯＫストア N26 鵜野森団地、境川森野橋
K16 並木小学校 O07 相模川高田橋
K17 弥栄小・中学校 O08 相模川、望地弁天キャンプ場
K18 市立博物館、国民生活センター O09 田名8577付近
K19 由野台2丁目付近 O10 田名9659付近
K20 国道16号共和交差点付近 O11 田名9333付近
K21 国道16号嶽の内入口付近 O12 田名9930付近、テクノパル田名工業団地
K22 東淵野辺4丁目、ＪＲ横浜線 O13 上溝南高
K23 ＪＲ古淵駅北側、古淵1丁目 O14 上溝1017付近
L06 田名1384付近、相模川 O15 下溝70付近
L07 田名1864付近、堀の内 O16 下溝古山公園スポーツ広場
L08 田名四ッ谷、田名北小学校 O17 神奈川中央交通麻溝操車場
L09 田名4137付近 O18 北里大学
L10 田名4187付近 O19 麻溝台高校
L11 上溝2513付近、上溝・石橋ふれあいの森 O20 北里2丁目、相模原ゴルフクラブ
L12 上溝元町 O21 西大沼4丁目、木もれびの森
L13 上溝3101付近 O22 西大沼3丁目付近
L14 陽光台小学校 O23 大沼小学校
L15 陽光台保育園、陽光園 O24 若松3丁目
L16 上溝保育園 O25 若松小学校
L17 青葉児童館、淵野辺公園西 O26 鵜野森3丁目付近
L18 淵野辺公園、松が丘1丁目 O27 上鶴間本町2丁目、小田急線
L19 大野台3丁目付近 P09 田名望地
L20 大野台1丁目付近 P10 リバーサイド田名ホーム
L21 大野台2丁目付近、大野文化幼稚園 P11 田名塩田、カインズホーム
L22 国道16号老人ホーム入口 P12 テクノパイル田名工業団地
L23 ＪＲ古淵駅南、イトーヨーカドー P13 上溝100付近
L24 ＪＲ横浜線古淵4丁目付近 P14 当麻994付近
M06 田名幼稚園、宗祐寺 P15 下溝300付近、上中丸緑地
M07 田名堀の内、相模川ふれあい科学館 P16 下溝316付近
M08 田名小・中学校 P17 相模原沈殿池
M09 田名5306付近 P18 麻溝台1丁目1番付近
M10 相模田名高校 P19 日産自動車相模原部品センター
M11 田名7167付近 P20 北里大学東病院
M12 上溝南中学校 P21 南部粗大ごみ受入施設、木もれびの森
M13 南上溝保育園、亀ヶ池八幡宮 P22 西大沼5丁目
M14 上溝1498付近、道保川公園西 P23 若松6丁目、誠心第一幼稚園
M15 道保川公園、陽光台公民館 P24 神奈川総合産業高校
M16 緑が丘1丁目付近 P25 相模女子大学、相模大野高校
M17 緑が丘２丁目公園 P26 相模大野中央公園、国道16号
M18 青葉3丁目付近 P27 小田急線行幸道路交差付近
M20 大野台2丁目、ゲイマーぶどう園 P28 谷口小学校
M21 大野台5丁目、木もれびの森 Q10 相模川
M22 大野台小学校 Q11 田名病院
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メッシュ
番号 目印

メッシュ
番号 目印

Q12 田名塩田3丁目付近 T25 東林3丁目付近
Q13 当麻天満宮、夢の丘小学校 T26 東林出張所・公民館
Q14 光明学園相模原高校、相模原養護学校 T27 上鶴間7丁目付近
Q15 ＪＲ原当麻駅北側 T28 上鶴間中学校
Q16 下溝455付近 T29 くぬぎ台保育園
Q17 県立相模原公園 U16 三段の滝下広場
Q18 県立相模原公園 U17 相陽中学校、誠心相陽幼稚園
Q19 麻溝台工業団地、ＫＹＢ U18 勝坂遺跡公園スポーツ広場
Q20 麻溝台2丁目、ニコン U19 新磯野、相武台中学校北
Q21 麻溝台中学校 U20 相武台分署
Q22 双葉小学校 U21 相武台団地
Q23 御園1丁目付近 U22 相模台3・4丁目
Q24 谷口台小学校 U23 相模台2丁目、（座間市相模が丘）
Q25 南合同庁舎 U24 小田急相模原駅、相南4丁目
Q26 小田急相模大野駅 U25 相南2丁目付近
Q27 相模大野7丁目、国道16号 U26 東林分署
Q28 上鶴間本町6丁目付近 U27 東林間8丁目付近
Q29 上鶴間本町8丁目付近 V16 磯部頭首工
R12 相模川、相模原ポンプ場 V17 勝坂遺跡
R13 如来堂 V18 磯部2114付近
R14 当麻708付近、水田 V20 相武台グリーンパーク
R15 麻溝小学校 V21 相武台小学校
R16 下溝922付近、天応院 V22 行幸道路、村富線交差付近
R17 麻溝公園スポーツ広場 W16 磯部932付近
R18 相模原麻溝公園 W17 新磯小学校、新磯保育園
R19 麻溝台3055付近 W18 磯部2000付近
R20 麻溝台7丁目付近 W20 新磯野3丁目付近
R21 麻溝台5丁目付近 W21 相武台3丁目付近
R22 御園4丁目付近 X15 相模川
R23 御園2丁目付近、上鶴間（米軍住宅地） X16 新戸、水田
R24 豊町付近、上鶴間（米軍住宅地） X17 新戸2571付近
R25 県高相合同庁舎 X18 新磯高校
R26 相模大野9丁目付近、小田急江ノ島線 X20 キャンプ座間No4ゲート
R27 上鶴間分署 X21 相武台1丁目付近
R28 国道16号、上鶴間公民館 Y15 新戸スポーツ広場北側
R29 上鶴間本町7丁目付近 Y16 新戸653付近
R30 上鶴間本町8丁目付近、境川鶴金橋 Y17 ＪＲ相武台下駅北側
S13 昭和橋上流河川敷 Y18 新戸2103付近
S14 当麻2420付近 Z16 ＪＲ相武台下駅西側地域、水田
S15 当麻1654付近、水田 Z17 ＪＲ相武台下駅南側
S16 下溝1192付近
S17 相陽台ホーム
S18 廃棄物処分場
S19 麻溝台3655付近
S20 相模台7丁目付近
S21 相模台中学校、国立相模原病院
S22 相模台小学校
S23 南台4丁目、上鶴間（米軍住宅）
S24 南台4丁目付近
S25 東林間2丁目付近、鶴の台小学校
S26 東林間4丁目付近
S27 くぬぎ台小学校
S28 上鶴間2丁目付近
S29 上鶴間本町9丁目
T15 相模川
T16 ＪＲ下溝駅
T17 下溝2661付近
T18 峰山霊園
T19 新磯野
T20 若草中学校
T21 相模台団地
T22 相模台出張所・公民館
T23 南台5丁目付近
T24 南台3丁目、松が枝町、小田急線

7
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１．２ タンポポ類の調査 
 
  相模原市におけるタンポポの分布状況は、平成１４年に市立博物館で調査されています。今回

は市立博物館と連携し、自然環境観察員制度における身近な生き物調査として実施しました。 
 
（１）調査期間 
  平成１７年４月１７日～５月２５日（同定作業期間：５月１４日～５月２６日） 
 
（２）調査方法 
  予め担当メッシュの中心付近を半径５０メートルの調査範囲内と定め、道路沿い、河川敷、空

き地、畑の周辺などでタンポポを探し、記録票に記録していただくとともにタンポポの頭花サン

プルを採取しました。また、担当メッシュの調査範囲内以外は、調査範囲外として記録票へ記録

するのみとし、サンプルの採取は実施しない方法としました。採集のサンプルは、市博物館の指

導により植物調査部会員の皆さんのご協力をいただき、顕微鏡による同定作業を実施しました。 
  なお、サンプルの回収については、市内各公民館にご協力をいただきました。ありがとうござ

いました。 
 
   
 
 
 
 
                        「調査範囲内」 
 
                       メッシュ内の「調査範囲内」以外を 
                       「調査範囲外」として記録 
 
 
（３）調査結果 

 今回の報告は、「現地調査でのタンポポ類の生育状況」と「顕微鏡による同定結果」の２つの視

点に分けて報告します。 
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 ①現地調査でのタンポポ類の生育状況 
  「調査範囲内（○内）」と「調査範囲外」の現地調査の記録をとりまとめました。 
 

 ア．タンポポ類の確認状況 
  調査対象の３５９メッシュすべてを調査し、このうち３５７メッシュにおいてタンポポ類が

確認されました。 
 

表２-１ 現地調査でのタンポポ確認状況           （単位；メッシュ数） 
 確認メッシュ 未確認メッシュ 未調査メッシュ 合 計 
調査対象内 ３４９ ０ １０  ３５９ 

調査対象外 ３２５ ４ ３０  ３５９ 

メッシュ全体 ３５７ ２ ０  ３５９ 

※市内の総メッシュ数は４１７ですが、調査除外メッシュ５８があるため調査対象メッシュ

は３５９です。 
   ※未調査メッシュには、調査不能メッシュを含む。 
 
  イ．株数の状態 
   調査区分と分類ごとに、花の咲いている状態を示しました。 
     表２-２ タンポポ類の確認状態               （単位：メッシュ数） 

内訳（咲いている状態）  
調査区分・分類 

咲いている

タンポポは

ない 

咲いている

タンポポが

ある 
１～１０株

くらいある

数１０株 
くらいある

５０株以上

ある 

未調査 
メッシュ数

在来種 ２５９ ９０ ５６ ２９ ５ １０

外来種 ５１ ２９８ １１１ ８３ １０４ １０

雑種 ２６３ ８６ ６０ １９ ７ １０

調 
査 
範 
囲 
内 

その他 ２８５ ６４ ４８ １４ ２ １０

在来種 ２０１ １２８ ７３ ３３ ２２ ３０

外来種 ２５ ３０４ ７３ ６７ １６４ ３０

雑種 ２１５ １１４ ６８ ３０ １６ ３０

調 
査 
範 
囲 
外 

その他 ２５２ ７７ ４５ ２１ １１ ３０

在来種 １９７ １６２ ９１ ４５ ２６ ０

外来種 １９ ３４０ ５６ ９１ １９３ ０

雑種 ２２０ １３９ ８１ ３９ １９ ０

メ 
ッ 
シ 
ュ 
全 
体 その他 ２４９ １１０ ６９ ２９ １２ ０

   ※その他は「不明」とされたタンポポ。 
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  ウ．周辺環境 
   調査範囲内（○印）のタンポポ類の生育する環境を示しました。 
     表２-３ 調査範囲内の生育環境                （単位：箇所数） 

 
    周辺環境 
 
 
 
 
分類・ 
有無等 

住 
宅 
地 

工 
場 
・ 
事 
業 
所 

耕 
作 
地 
 

田 
畑 

果 
樹 
園 

公 
園 
・ 
グ 
ラ 
ウ 
ン 
ド 

森 
林 

河 
川 

神 
社 
・ 
お 
寺 

学 
校 

線 
路 

そ 
の 
他 

無 165 41 57 6 29 6 28 4 18 11 71

有 48 19 23 5 15 7 2 2 8 0 33

1～10株位 36 11 13 3 7 4 1 1 5 0 17

数10株位 10 8 9 2 7 2 1 1 2 0 12

在 
来 
種 

 

50株以上 2 0 1 0 1 1 0 0 1 0 4

無 23 7 9 0 1 2 10 2 4 2 10

有 190 53 71 11 43 11 19 4 22 9 94

1～10株位 77 18 17 4 7 2 6 1 6 5 34

数10株位 56 18 19 3 16 2 6 1 6 3 21

外 
来 
種 

 

50株以上 57 17 35 4 20 7 7 2 10 1 39

無 164 45 61 6 33 8 25 4 19 9 71

有 49 15 19 5 11 5 4 2 7 3 33

1～10株位 41 11 8 4 7 3 2 2 5 0 20

数10株位 6 2 7 1 3 1 2 0 2 2 10

雑 
 

種 
 

50株以上 2 2 4 0 1 1 0 0 0 1 3

 ※１つの調査範囲が複数の環境の場合があるため、表２-２の数とは一致しない。 
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 ②顕微鏡による同定結果 
  採集した頭花サンプルの同定は、市博物館の顕微鏡を使用し、植物調査部会員の皆さんに実施

していただきました。調査の結果は、市博物館で引き続き研究していただきます。 
 
  ア．頭花サンプルの採集状況 
     表２-４ 頭花サンプルの採集状況         （単位；メッシュ数） 

採集メッシュ 未採集メッシュ 合計 
３０６  ５３ ３５９  

 
イ． 調査範囲内（○印）の現地調査での報告数と同定後の結果 

     表２-５ 現地調査と同定後の結果          （単位；メッシュ数） 
 現地調査結果 同定結果 増減 分布割合 

在来種 ８８  ６６ －２２ １８.４％ 
外来種 ２８２  ２７５ －７ ７６.６％ 
雑種 ８５  １２８ ＋４３ ３５.７％ 

  ※分布割合の算出は、合計の３５９メッシュにもとづく 
 
  ウ．同定後の調査範囲内（○印）の周辺環境 

表２-６ 調査範囲内の生育環境                 （単位：箇所数） 
 
    周辺環境 
 
 
 
 

分類 

住 
宅 
地 

工 
場 
・ 
事 
業 
所 

耕 
作 
地 
 

田 
畑 

果 
樹 
園 

公 
園 
・ 
グ 
ラ 
ウ 
ン 
ド 

森 
林 

河 
川 

神 
社 
・ 
お 
寺 

学 
校 

線 
路 

そ 
の 
他 

在来種 38 12 13 3 11 5 4 3 4 0 24

外来種 184 46 62 9 40 12 18 5 21 8 85

雑種 83 18 25 5 13 5 11 3 10 1 41

 

       図２–１ 表２-６調査範囲内の分類別生育環境 
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 ③まとめ 
 
  タンポポ類は、メシュ全体としては調査した３５９メッシュのうち３５７メシュで確認された

こと（表２-１参照）から、市内ならどこでも咲いている身近な植物であることがわかりました。 
また、市博物館と連携した調査を実施したことにより、在来種の市内分布の全体像をほぼ把握

した結果となりました。 
  調査範囲内（調査用紙地図上の○印内）での結果情報を整理すると、“在来種”が確認されたメ

ッシュが６６メッシュ（表２-５参照・調査対象メッシュ全体３５９メッシュの１８．４％：外来

種や雑種を同時に確認したメッシュを含む）、“外来種”と“雑種”※１の両方か、またはどちら

かが確認されたのは３１７メッシュ※２（同８８．３％）でした。また、いずれのタンポポも確

認されなかったメッシュは３６メッシュ※３（同１０．０％）でした。次回のタンポポ類の調査

で在来種の生育状況はどう変化しているのか、その時の周辺環境はどう変化しているのかなど、

追跡調査での課題はたくさんありそうです。また、市内ならどこでも観察できる「タンポポ」の

調査結果を公表することによって、より多くの市民の皆さんに環境の保全についてご理解ご協力

を呼びかけることができる調査結果を得ることができました。 
 

※１ ここで扱う「雑種」とは、「外見が在来種にそっくりな雑種」を指します。 

※２ 頭花サンプルの提出があった３００メッシュと頭花サンプルは未提出だが現地調査で確認した報告が

あった１７メッシュの合計メッシュ数。 

※３ 表２-４「頭花サンプルの採集状況」の未採集メッシュ５３から頭花サンプルは未提出だが現地調査で

調査範囲内（○印内）で確認した報告があった１７メッシュを減じたメッシュ数。 

 
 
 【在来種】 
 
  現地調査による在来種のサンプル報告が８８メッシュでありました。顕微鏡を使って花粉によ

る識別を行った結果、６６メッシュ（表２-５参照 調査対象メッシュ全体の１８．４％）に減少

しましたが、それでも予想以上に在来種が多く分布していることがわかりました。しかし、在来

種のみを確認したメッシュは６メッシュ（調査対象メッシュ全体の１．７％）だけでした。在来

種が確認できた場所でも、ほとんどが外来種や雑種と隣り合わせで生育しているようすがうかが

えます。 
 
   ☆在来種のみのメッシュ数 ６メッシュ 

・Ｃ５  二本松（二本松こどもセンター付近） 
・Ｊ７  田名（目印；三菱重工南、清水原工業団地付近） 
・Ｆ１２ 清新４・５丁目（国道１６号付近） 
・Ｔ１７ 下溝（峰山霊園西付近） 
・Ｖ１７ 磯部（勝坂遺跡付近） 
・Ｏ１８ 下溝・北里（北里大学付近） 
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 【外来種】 
 

現地調査による外来種のサンプル報告が２８２メッシュでありました。顕微鏡を使って花粉に

よる識別を行うなど再検討した結果、２７５メッシュ（表２-５参照 調査対象メッシュ全体の７

６．６％）となりました。ただし、サンプル未採集の５３メッシュの中で、外来種があったと報

告されたのが１６メッシュありました。外来種は花粉による識別などで再検討してもほとんど誤

差が無いため（誤認率は２７５÷２８２＝０．９７）、この１６メッシュはほぼ正確に外来種の存

在を示していると判断します。従ってこれを加算すると、２９１メッシュ（２７５＋１６：８１．

１％）となり、じつに、調査対象メッシュの８割以上で外来種が確認されました。ただし、これ

には外見上、あるいは花粉を見ただけではわからない雑種が含まれている可能性が高く、純粋に

外来種の割合を示しているものでは無い点に注意する必要があります。 

  なお、調査を行った観察員の感想等にあったように、乾燥した栄養の少ない街路樹などの日当

たりがいい場所によく育っていました。 

 
   ☆外来種のみのメッシュ数 １３９メッシュ（メッシュ全体の約３９％） 
 
 【雑 種】 
 

現地調査による雑種のサンプル報告が８５メッシュでありました。しかし、顕微鏡で花粉によ

る識別を行うなどした結果、雑種が確認されたのは１２８メッシュ（表２-５参照 調査対象メッ

シュ全体の３５．７％）に増加しました。これは、現地で在来種と思われた個体が再検討の結果、

雑種と識別されたケースや、現地で判断できなかった「不明種」が、雑種と識別されたケースが

多かったためです。特に咲き始めは外見で区別がつきにくいという難しさを反映した結果と言え

ます。それにしても、全体の４割近いメッシュに雑種が見られたことは、雑種が広範に分布して

いる現況を示す重要な結果と言えます。 
 
   ☆雑種のみのメッシュ数 ２１メッシュ 
   Ｉ５（大島）Ａ７（相原１丁目）Ａ９（元橋本町・橋本５丁目）Ｄ７（橋本台３丁目） 

 Ｄ１３（宮下１・２丁目）Ｅ８（橋本台２丁目）Ｅ１３（向陽町・氷川町・宮下・小山） 
 Ｅ１８（上矢部２丁目）Ｆ８（下九沢）Ｆ１３（清新１丁目）  

Ｆ１８（上矢部３丁目・淵野辺２丁目）Ｆ１９（淵野辺２丁目）Ｇ１９（淵野辺２丁目） 
   Ｊ６（大島・田名）Ｌ１１（上溝、石橋）Ｌ２０（大野台１丁目）Ｒ１４（当麻）  

Ｒ１５（当麻・下溝）Ｒ１８（麻溝台）Ｕ２５（相南２丁目）Ｚ１６（新戸） 
 
 
 【補 足】 
 

以上の【在来種】【外来種】【雑 種】の解析の中で、確認メッシュ数にはサンプル未採集のメ

ッシュ（全体で５３メッシュ）を含めていません。一方で、調査対象メッシュ全体の数には、サ

ンプルの無いメッシュも含めています。そのため、それぞれの確認メッシュ数の割合を示す数字

は、「少なくともこれだけありました」、という意味を持ちます。 
 
                        （協力）市立博物館 学芸員 秋山幸也 
 














































































































